
つ
な
が
る
打
線
目
指
す

決
勝
戦
、
近
藤
琉
唯
斗
く
ん
、
平

野
義
人
く
ん
、
髙
橋
渉
太
く
ん
、
３

人
の
投
手
リ
レ
ー
と
な
っ
た
。
そ
の

立
ち
上
が
り
で
北
照
は
確
実
に
点
数

を
取
っ
た
。
双
葉
は
ヒ
ッ
ト
な
ど
で

出
塁
す
る
も
得
点
で
き
ず
、
７
回
ま

で
無
得
点
。
８
回
は
髙
橋
渉
太
く
ん

の
内
野
安
打
の
あ
と
、
菊
地
琉
斗
く

ん
の
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を

返
し
た
。

主
将
の
長
崎
佳
祐
く
ん
は
「
悔
し

い
で
す
。
北
照
に
負
け
続
け
て
い
る

の
で
、
リ
ベ
ン
ジ
し
た
か
っ
た
。
今

後
、
高
野
連
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
変

更
に
な
り
、
北
照
と
の
対
戦
は
来
春

が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
勝
ち
た
か
っ
た
。

今
後
も
っ
と
チ
ー
ム
と
し
て
団
結

し
、
現
在
32
名
の
１
・
２
年
生
と
新

入
生
で
し
っ
か
り
勝
ち
き
る
チ
ー
ム

を
作
っ
て
い
き
た
い
。
技
術
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
、
し
っ
か
り
土
台
に
な

る
身
体
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
今
回
、

点
を
取
り
き
れ
な
か
っ
た
反
省
を
踏

ま
え
、
つ
な
が
る
打
線
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

新
聞
全
道
の
リ
ハ
盛
り
上
が
る

新
聞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
勉
強
に

９
月
20
日
、
高
文
連
石
狩
・
後
志

支
部
合
同
新
聞
研
究
大
会
が
北
海
商

科
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
約
１
１
０

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

午
前
は
全
道
大
会
の
提
言
者
か
ら

の
発
表
に
質
疑
応
答
す
る
時
間
を
と
っ

た
。
午
後
は
菅
野
昭
浩
氏
（
全
国
高

校
新
聞
年
間
紙
面
審
査
員
）
か
ら
高

校
新
聞
の
作
り
方
の
講
義
を
受
け
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
企
画
書
、
レ
イ
ア

ウ
ト
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。

落
合
優
翔
く
ん
（
写
真
左
）
は
「
講

演
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
記
事
の
書
き

方
な
ど
勉
強
に
な
っ
た
。
他
校
生
と

の
新
聞
作
り
の
経
験
は
今
後
に
活
か

せ
る
と
思
っ
た
」
、
坂
東
元
く
ん
は

「
講
演
の
中
で
、
多
面
的
に
も
の
を

見
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
わ
っ
た
。

他
校
と
の
交
流
の

中
で
、
予
算
や
部

員
勧
誘
の
こ
と
な

ど
参
考
に
な
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

(1)第３４号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２５年９月３０日
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野
球
部

決
勝
で
北
照
に
惜
敗

２回戦（９月23日）桜ヶ丘球場

１ ２ ３ ４ ５ 計

小樽水産 ０ ０ ０ ０ ０ ０

小樽双葉 ４ ０ ８ ０ × １２

５回コールド
投手-捕手 髙橋・近藤（２回）・平野（５回）、能登

（５回）－鶴來

３塁打-大日方（１回）鶴來（１回）、加賀谷（３回）、

２塁打－近藤（３回）

準決勝（９月27日）桜ヶ丘球場

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

小樽桜陽 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小樽双葉 １ 1 ０ ０ ０ ０ ２ ０ × ４

投手-捕手 近藤・髙橋渉（７回）-鶴來・

２塁打 大日方（７回）

決勝（９月28日）桜ヶ丘球場

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

小樽双葉 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

北照 ０ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ × ３

投手-捕手 近藤・平野（３回）・髙橋渉-鶴來

野
球
の
秋
季
大
会
支
部
予
選
会
で
本
校
は
２
回
戦
、
小
樽
水
産
に
12-

０

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）
で
勝
利
し
、
準
決
勝
で
小
樽
桜
陽
に
４-

０
で
勝
利
し
、

決
勝
戦
に
進
ん
だ
。
決
勝
は
北
照
と
対
戦
し
、
１-

３
で
惜
し
く
も
敗
れ
た
。

盗
塁
成
功

近
藤
く
ん
の
ピ
ッ
チ
ン
グ

髙
橋
渉
太
く
ん
く
ん
の
ピ
ッ
チ
ン
グ

打順 氏名 守備

１ 光股歩叶 セカンド

２ 横溝太冴 ライト

３ 菊地琉斗 ショート

４ 大日方瑛滋 サード

５ 鶴來莉玖 キャッチャー

６ 館飛雄真 センター

７ 清野寛太 レフト

８ 加賀谷季希 ファースト

９ 近藤琉唯斗 ピッチャー

３年生も声をからして応援。「秋にしてはチームの一体感が出ている。
安打数は上回り、ピッチャーも層が厚いので、勝負強さが必要」と言う。

大日方くんの力強いスイ
ング

菅野先生熱弁をふるう




